
奈良県近世社寺建築の調査

建造物研究室

滋賀県の調査と相前後して，今年泣から 2カ"1:にわたる ，奈良県の近Iit社寺建築淵代をIJM始

した。初年J立は !果的 1~lí の， 'T ~f lnl ， 下 lit;1tl\ ， {c，'j リiInl，北山域l山の手キ!日J村と ，大手1.1市mrlL相原ilL

御所rlj，1.，:条rlj，桜井rlJ'を対象とした。 2i'J<淵f'f.総数は 163t~!，その内判I lt l :建築は52ülJ ， 寺 I~'i;

怨q;r:さは 111I~i である 。 r< 1 1 社主II築の，~M f.d肢が寺院主II築を大きく I" [ïï l る結果となったのは ， まずり」

|半jでは特lζ木般のit;科がJ，i*んで近|此本LdfJ:のillfi"]が|以られること ，次l乙1"1・b伎を伴うものが1;1:'般的

少なく ，あっても付属障を汁めて近111のものはまれである乙とが大きな百!山である。

ド11~ 1:木般の)1討には ， y組jiIiり存 nj立がノぐ|モを，IiめI mtwが乙れ!ζ次く o -{-Hl造-'1，殴26悼のう

ち， I~J1本人のものが 9 t~i ある 。 I~J1木人本闘は'HrU山口氏も多く t ，'i出['1111，出，1;/111，太平Ill.':j旧iIJ'，

御IYrrli (ζ もj火ぷが， h 条 rl i ， 収:i)JTl， li (ζ は少い。ーん1たむ本般の ， 1 .- い;n ~，w はー' J! I I(. Uζ似られ ， 1， 

条 rlj と人:;f~I 7. ':jπl ïl;tζ !.j.i ' I ' している。ー 1 1\ 1 (.1以上の.ìl!! Ht'l の { f代は総じて新しく ， 古・ 出flll l ， 政 ff ，;野

l'、nζ大j品脱なものがある。

が |二| 山本版で注 " される .ü1 H，'t としては，まず土ll"\ 't: 'rl :代が 16 1 11:~:J (ζ迦j る "1能性を持つものとし

て，初'1:そj・臼 111初日現社社殿(繰刷IJ1=1 IYJ)が挙げられるが，後相IiHも多くかなりの修f!Hを受けて

いるとみられる 。 犬対\J?<I I ト|ーイド股(大和 I~':j rum線j成布Ii . L7111:判断IWDは比較的規肢の大きいII'J1木入春日

社で ， モの IljJりとな忘れにはj科目IJのものがある 。 八 Ip市川村本間 (!.U尚村袈似作 ー 17 1 lJ:紀前WIlは出 ~ I :

と2j・必同lI~i WJ .同l品開で似心 しかも版社のみμIIJ:tJDJ_;;jとする迎IUである。克川町I1IJ(ζは什:代

の，L.-~)小脳院な木版が " ，'{ち ，-Jj.li:条rlj(ζは1"-".1付加 1:をi[!，i]る御¥，'Jfill社が多数(流造を白む)

あって装飾的な窓町:をもっ一併を形成する。この他[ζ 3州向ーの本闘を持つ水分有Iltl:木版(大

';':1吃IUp判官 ・以γ・41，ド)，ni'i京ながら品約ある森円羽Il.jt木版(f::i)点fli;成外・ 17111:k，1]'I.fj切)などが灯{ノ1;，'，i'， 

である。 また脊日大 (，1:及び |言'11'，"1寸(の古(，1:闘を 4t~i (銅IJ9r-iI1J.lWi l'Li ・ -~~木坐i同l段下 l '主1:木股， IfiJFi毛・芥

n神社本殿，I，:条ïl i U\Y/ ・ 1氾池~I '主1:本殿， 総Jj~ i1I1J秋JJ~( .鴇以何時t本』役)fi{Ji認した。

bt~ l..i木版では ， 御I"，k;' 判 I l tl:み;雌 (T，:*， ÏJlìi.jl1lr . 1711t紀白11JODが作代はi弘も占いが改むが大きい。_I:

記天満神社木股と lïïH'&地[ζ建つ八|怖 1<1 1"(， 1 : 本殿(大手11山j ITlïli.fJ~h'Z .~lj . 17111:紀前jgJ)は ，'!lJM，院ながら辺:

れは取県である。以 仁はIMbI!'中子が身合iIIil(lj(ζ 付くのが特徴で，制(例lは御訟が11干1:本間(五条iIi以

内・17111:紀後WD(ζ も見られる。五条rliではが州11神(.1:木地(以駒1111・17111:紀後10])が彫刻を多用した

災色作である。n殿その他については，先{ζ述べたように近!II:建築が少なく ，現行:までに工|成

山 口 ~1 1(. I :j:-r殿(制限市:ElþJ(・~.~延元?T=二) ， 飛j斗坐 ~ I I (.I:HI!役(lVJ 1竺l 存村飛J~i ・ 1 8 j11:紀ヰ!JUJ)の 2 仰を数える

のみである。

寺院建築に 111~を転じると ， 本堂の t~l数全42Niの I)~約半数の22叫が浄土真宗(ζ府し ， 次いで命

士以が12仰を数える 。 この他(ζJ~吉宗やfJn宗系消京などがむ下ある 。 点京守I~'éでは大平11五五j と

称された m;念寺(布: (lJt( ïl'j今井11IJ) ・ 木善寺 (7~i叩IIJ飯員) ・ 附行寺(下d1111J ド市) ・ 克服守備!所îi'i御所)

- 'lIiー



'!l ， 't: 寺(大，fI 1 ， :':j川 d i ，:':j ll l)がいずれも人;加悦なイじれないし仙I II/;~~をイ j しており，モの威勢がしのばれ

る。本'i?ではV，lfi1rもイ斗i~・(1 7 1肝心iI ' WD ・ .{，: .:~; ~'i' 本立(fム~J:文" 1 ・ 11'，1)の 2 t~!が似 fがもよく ， tl'.11され

る。玉ドr(，il立、'1初から後!I'JMJ:にをJfxり，Jj'~I)~j，計十をも鋭 JIlll を Hえる 。 ， '(出flil ) II II." ，jにはより "1'代の 1"

いII，¥:]~，~寺本.:: ~ (大椛村篠If，(， (.i;/~足以" 1: 1/11) ・光illii 寺本立(天川村沢以 伝lr (~~{1て UU) の I ， "ij立怖がある。 lìíi

1'í・は小1回限な対 1(， i T~r Jr~式の・I I~. であり ， 後o(>í，(;t後 I flJ JI~式とならない占式の、ji' l fITを 保J与 している 0

f~宗本'ìt~: で ' 1 ' 占 l乙後門j彰式(ζ改泊されたもののうち ， 改造作代を知り 1!Þ る数炉11 では ， その1， 1' 代

は18111:紀'11}切にi.lilj，していることも11:1-1されよう 。

市上京本・;;t:では士!琳守!創出イ(.j;i:(、引i証11Ij' ~， IU. )必U9"1:)が市IIJiであるが，I('JH.の後怖をはじめ

'Flh部{ζ も改造を受けている。これに次ぐ17111紀のj立附には乏しいが，]8111・i:e{ζ人ると特[ζ御所

jh&び新n:llIr{乙集'11して6HI!の木吹位築が伐されており ，、|えIfITと制11行1)泣111:の変ill過程式をうかが

う乙とができる。

その他の'l1築では，まずi上:;UiID.のんー三1.'¥1::止として.J.(来 I~~阿弥陀うれ: (出('j臼111村北今i!Y'μ、.A:d:"I:

11[1)が栄げられる。本人:い'Flh却は 、1/1r.))のままと認めてよい。縦i"i:lf(:(J!4，'i町十tu:Jlldu'){ζ も.(~i) '1' 

111のl'iMがIIJ川されている。次{(uパヴ院のん1:./1¥1':;':では，五日坂寺|刈1断。:;':(，:':jJ[l(IIIj'ii，(J以 b副長以

内:1，'11)・転法綿布*':;':(]i.条di)，剣 山，kI7"1:)・、'1琳112入:n，li";<:(却林11Ij' ~， 1臥 ÍÄ I U~" I: II'，I)の 3 仰が . 1，1: 

代が!ιく.'{'1も'11Jい。 他[ζ、'lJU守!終院jJ:J:.(~，瞬間主íJ臥・版以 1 7{1二)も l~iいj自制であり . -t"fl(，i'l
'
火

/1¥1が仏1，'¥/となる本会長のh丈形式{ζ復Il;(し仰る。 1後変l悶則D別!の1引1:ゾj人〈な装自N削飾fJ印liバ泊f白的l内句{作品としては龍I説;椛託日コ守J'イ本':'ワ1，1.

(仰|ゆp川芥J小村11附川 ， (.以Lム、J::山r包』政4什1ド:引'"川i目川'，]ωjρ)， リ匂l¥山't:手守i'弓ヨ表<1刊|ド川fI川lリJ(メ火，，1'和11，山日':j川l山li，:山刈川什刈川1V川:4i日11刊".);:立正d政女 fHI・)が';(J< lii~ といえよ う。

りl川、[乙は I L. ìiJの当 JU ~!i'をはじめ ， 大胤 {~~ な 社主も数多い。 モれらには I ，~m íí.::のものなとの

阪れた五g築を:1むのが 'ji~ であるが，今 1 '1 1 . 大 :愉制作 1 : (j安)1・di)の勅使般 ・勤評liJrがin文H殴

(広文 'l " I':)!ζ近いH剖UJのものと f(わとされ ， ま た L~ {î- ~j' ( 十五 ) 1 :可 i ) でも釘n般投びぞf lr1J i の-' (';1 )が 市:文本

::ti: (俊安川nとI，ilー1I，'iWJの7J1，'/ーと判|りlするなど，仰としての後禿さを|リjらかにし仰たのもノド|ー

伎の成果のひとつであった。 (住~A，: 修(1)
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